
 
 
 
 
インフルエンザ検査機器から思うこと 
                                校         長 
 １１月も下旬に入り、今年も残すところ１か月ほどになりました。各地でインフルエンザの猛威が
伝えられる中、釧路でもインフルエンザの影響で多くの学校が学級閉鎖や学年閉鎖となっています。
私たちも十分に注意していきたいところです。 
 
 さて、「インフルエンザの検査」と聞くと、細長い綿棒を鼻の奥まで入れられグリグリと回されると
きの激痛がよみがえってきますが、先日とあるテレビニュースで痛くない検査が紹介されていました。
問診（症状の聞き取りなど）と喉の写真撮影のみで、時間にして数秒から十数秒で検査が終わるそう
です。少し調べてみるとこの検査機器はアイリス株式会社という２０１７年創業の新進の企業が作成
したものです。この会社は、医療ヘルスケア業界出身のメンバーをはじめ、省庁、コンサルティング
ファーム、事業会社、IT など幅広い業界の一線で活躍してきたメンバーで構成されており、医療機関
や患者の協力を得て機器の開発を行いました。この検査機器ｎｏｄｏｃａ（のどか）は問診による患
者の症状と喉の写真をもとに膨大なデータを活用してＡＩが判定するというものです・・・ただしイ
ンフルエンザＡとＢの区別は付けられないそうです。ちなみにＡＩって日本語で人工知能と言うそう
です・・・すごい世の中になったものです。 
 
 以前の学校だよりで「Society4.0 は情報社会」「現在は Society4.0 の終盤で Society5.0 にさしかかっ
ている」と言いましたが、その成否は私たちのＡＩを含む情報の正確な利活用にかかっていると思い
ます。ＡＩは決して万能ではありません。実際にあった例ですが、東京都内の私立中学校で１年生に
理科を教える男性教諭は、授業で出した課題の解答をチェックしていて違和感を抱いたそうです。多
くの生徒がほぼ同じ文言で解答しており、気になって調べたところ、６クラスで計約２５０人いる１
年生のうち、半数超が同じように間違っていたことが分かりました。男性教諭が試しに、インターネ
ットを使い授業で出した課題を検索すると、原因はすぐに判明したそうです。検索サイトに搭載され
た生成ＡＩが生徒の解答と同じ文言を生成、表示していました。生徒たちに検索サイトの生成ＡＩを
使って書いたか聞いたところ、各クラスで６～７割の生徒が手を挙げました。ネットの利用は許可し
ていたが、多くの生徒が、生成ＡＩの回答について正確性を確かめずにそのまま書き写し、提出して
いたそうです。私も世の中の変化にあっさりと飲み込まれないように、「疑うこと」を忘れずにいこう
と思います。 
  

冒頭にも述べましたが、保護者、地域の皆様もインフルエンザ等に十分に気を付けてお過ごしくだ
さい。 

 

 

 

 

1 月 専門委員会 ALT 
2 火 蕗まつり音頭練習 SC 来校 
3 水 全校５時間授業 
4 木  
5 金 ALT 入試オンライン受付開始(~1/22) 
6 土 新人バドミントン大会 
7 日 新人バドミントン大会 
8 月                    小中ノーメディアデイ 
9 火 全校集会                              

10 水 １・２学年釧路市標準学力検査（５教科＋生活行動・学習活動調査） 
11 木  
12 金 武修館高校推薦入試日 
13 土  
14 日  
15 月 全校 5 時間授業 ALT 
16 火 スポーツレク 
17 水 全校５時間授業 
18 木  
19 金 ALT 
20 土  
21 日  
22 月 全校５時間授業 
23 火  
24 水 特別時間割 全校５時間授業 
25 木  
26 金 大掃除 冬休み前集会 ALT ３学年第４回定期テスト範囲提示 
27 土 冬季休業日 
28 日 冬季休業日 
29 月 冬季休業日 学校閉庁日 
30 火 冬季休業日 学校閉庁日 
31 水 冬季休業日 学校閉庁日 

音中だより 
『シンカを一歩前へ（進化・深化・真価）』 

令和７年1１月2１日発行 第8号 

音別中 HP はこちらから 【12 月行事予定】 

蕗まつり音頭保存会の山内さんら 3 名が来校さ

れ、鷲敷交流時で踊る蕗まつり音頭を指導してくだ

さいます。例年の取組ですが、夏の運動会以来なの

で、生徒とともに教職員も一緒に踊り、音別の文化

を味わいます。 

1・2 学年のみ、釧路市標準学力検査を実施します。本

校は昨年度より 5 教科を対象に実施しています。一日か

けて行う大切な検査となりますので、月曜日からノーメ

ディアデイとします。ご協力願います。 

来年度の義務教育学校開校に向けた小・中学校教職員

の会議も大詰めとなってきました。全校 5 時間の日は、

来年度以降に予定している行事等の調整会議を行いま

す。5 時間授業が多くなりますが、ご理解願います。 

今年の冬季休業は 12 月 27 日（土）から 1 月 13 日（火）

となります。年末は学校閉庁日、年明けも休業日が短い

ため、例年行っている学習サポートは実施しません。 

冬休み明け集会は 1 月 14 日（水）となります。 



 
２・３学年富貴紙漉き（鷲敷交流制作・卒業証書） 

 11 月 18 日（火）の 3 校時は、朝食が果たす役割や中学生に

必要な栄養の知識を身につけ、自ら進んで健康的な食習慣につ

いて考え、工夫しようとする態度を養うため、栄養教諭の○○

先生をお招きして、食に関する指導を行いました。朝食でパワ

ーアップするためには、どんな栄養が必要なのか、その栄養は

どのような食品に含まれているのかを学習し、朝食を毎日食べ

るために必要な行動を考えました。この学習をとおして、自分

の朝食を見直し、栄養素を考え、今後の朝食や生活を振り返る

良い機会となりました。また、学力テストと朝食との関係の学

習もあり、良い学習となりました。 

 10 月 16 日（木）の生徒会役員選挙で当選した書記局 4 名と専門委員
長の認証式を 10 月 23 日（木）に行いました。 

認証式は、校長から一人一人認証状を渡すとともに、次の生徒会の中心
メンバーへ活動が移行する大切な場となりました。今回は特に、来年度、
義務教育学校になった時もこの 4 名が中心となって活動することになり
ますので、小学生も含めた活動をどのように工夫するかが問われること
になります。新しい学校の児童生徒会活動を盛り上げていく書記局や委
員長の活躍が楽しみです。 

 11 月 5 日（火）「おんぽーと」にて、2 学年は鷲敷交流の際の富貴

紙ライトの和紙を、3 学年は卒業証書の和紙を富貴紙で作成しまし

た。２学年は一人７～８枚ほど作成し、交流する全員分の富貴紙を

作り上げました。3 学年は卒業証書の厚さを保つために、丁寧に仕上

げました。この取組を継続するために、いつも音別町行政センター

や地域おこし協力隊の方にお力添えをいただいております。 

本当にありがとうございます。 

 小学校 5・6 年生と中学生全生徒が理科室に参集し、北

海道歯科衛生士会の○○様をお招きして、10 月 30 日（木）

の 3 校時に口腔衛生教室を行いました。 

 今回は、口腔衛生に対する正しい知識をもち、健全な習

慣・食習慣を身につけ実践することにより、むし歯・歯周

病疾患の発生を予防するために、RD テスト（唾液中の細

菌数を調べる）、デンタルフロスの実践、ブラッシングの

指導と盛りだくさんの学習を実施してくださいました。特

に歯磨き粉を持参し、歯磨き粉に何が入っているかを確認

する時、自分の口腔内の細菌数を確認する時は、 

興味深い学習 

となり、児童 

生徒も興味津 

々でした。 

  

 
 

11 月 15 日（土）通常は別に行う土曜活動を、 

来年度の義務教育学校開校時の体制等を説明した 

く、小中合同とし、実施しました。 

参観授業では、中学生は総合的な学習の成果を 

発表する場として、体育館で生徒一人一人が自分 

の調査結果を整理し、スライドにまとめ発表しま 

した。1 学年は福祉、2 学年は職業、3 学年は地域 

活性化というテーマで調べており、地域の人も参 

加する中、全員が堂々と発表しました。 

特に 3 年生は行政の方が見る中、地域を活性化 

する提案を行い、音別の将来の姿をアピールしま 

した。この取組が地域おこしにつながると信じて 

います。参加してくださった皆様ありがとうござ 

いました。 

後期生徒会役員決定  

全学年口腔衛生教室 １・２学年栄養指導 

小・中学校合同土曜活動日 

市 P 連研究大会へ参加してくださった皆様 
ご協力ありがとうございました。 

 10 月 25 日（土）音別町出身の○○氏をお招きし
た市 P 連研究大会は、大勢の方のご参集により、
無事終えることができました。○○氏の話の内容
は、つい引き込まれてしまうほど興味深いもので
した。教職員の参加が多い中、一般の方の参加も
あり、大変うれしく思いました。また、PTA 役員
の方のご協力もあり、滞りなく終了することがで
き、大変助かりました。この場を借りてお礼申し
上げます。ありがとうございました。 
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会 長  ○○ ○○ 
副会長  ○○ ○○ 
書記局員 ○○ ○○ 

 ○○ ○○ 
監 査  ○○ ○○ 
保体専門委員長 ○○ ○○ 
文化専門委員長 ○○ ○○ 
放送専門委員長 ○○ ○○ 
１学年学級委員長 ○○○○ 
２学年学級委員長 ○○○○ 
３学年学級委員長 ○○○○ 


